
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）
1

理建情・中 0 7 0 1Ｓ

理　　　科〔問　題〕
（100点・80分）

1 .	 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見たり，裏返したりしては
いけません。
2 .	 出題科目，設問，ページ及び選択方法は，下表のとおりです。

出題科目 設問 ページ 選 択 方 法

物　 理 第 1〜 2問 4〜 8 左の 2科目（設問第 1〜 4問）4問のうちから，任意の 2
問を選択し，解答しなさい。指定数をこえて解答してはい
けません。化　 学 第 3〜 4問 10〜17

物　 理 第 5問 18〜21 左の 2科目（設問第 5〜 6問）2問のうちから，任意の 1
問を選択し，解答しなさい。指定数をこえて解答してはい
けません。化　 学 第 6問 22〜27

3 .	 この問題冊子は27ページあり，解答用紙は 1枚（両面）です。
試験中に問題冊子・解答用紙の印刷不鮮明，ページの落丁などに気付いた場
合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。
4 .	 試験開始後，ただちに解答用紙の所定の記入欄に，氏名・受験番号・誕生月
日をそれぞれ正しく記入し，さらに受験番号・誕生月日をその下のマーク欄に
マークしなさい。また，解答問題欄には，選択解答する 3問をマークしなさい。
ただし，指定数（ 3問）をこえてマークした場合は， 0点とします。
5 .	 受験番号・誕生月日が正しくマークされていない場合は，採点できないこと
があります。
6 .	 解答は，解答用紙の解答欄に各設問で指示された方法で記入しなさい。
例えば， 20 と表示のある問いに対して 2と解答する場合は，次の

（例）のように解答番号20の解答欄の 2にマークしなさい。

（例） 解答番号 解 答 欄

20 1 3 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・

7 .	 問題冊子の余白等は，下書きなどに適宜利用してよいが，各設問で指示され
た解答は，必ず解答用紙の解答欄に指示された方法で記入しなさい。
8 .	 試験終了後，提出は解答用紙のみとし，問題冊子は持ち帰りなさい。

注　意　事　項
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（下 書 き 用 紙）
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（下 書 き 用 紙）
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4
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

物　理

第1問　以下の問 1〜問 3について， 1 〜 6 に最も適するものを，

それぞれの解答群の中から 1つずつ選べ。

問 1　水平面となす角が ₃０°の粗い斜面に物体を置き，初速 7．０ m/s を与えて斜面

に沿って上向きに滑り上がらせた。このとき物体に生じる加速度の大きさは

1 m/s2である。斜面を滑り上がる物体はしばらくして静止した。物

体が斜面上を運動した距離は 2 mである。ただし，物体と斜面との

間の動摩擦係数を
3

1 ，重力加速度の大きさを ₉．₈ m/s2とする。

1 の解答群

1　₂．₅　　 2　7．₄　　 3　₉．₈　　 4　11　　 5　1₄　　 6　17

2 の解答群

1　1．₄　　 2　₂．₅　　 3　₃．₂　　 4　₄．₅　　 5　₅．₈　　 6　₆．₄
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 2　媒質中の x軸上を正の向きに ₃₅０ m/s の速さで進む縦波がある。図は，時

刻 t=０ s において，媒質の各点のつり合いの位置 x〔m〕を横軸に，その位置

での媒質の変位 y〔m〕を縦軸にとることで，縦波を横波のように表わしたも

のである。この波の振動数は 3 Hz である。また，t=-０．０1₅ s に媒

質が最も疎となっていた位置は図中の 4 であった。ただし，媒質の変

位の正の向きは x軸の正の向きとする。

y〔m〕

x〔m〕
O

ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ

₃．₅ 7．０ 1０．₅

ａ

3 の解答群

1　０．０1０　　 2　０．０₂０　　 3　０．０₅０　　 4　₂０　　 5　₅０　　 6　1００

4 の解答群

1　ａ，ｅ　　 2　ｂ，ｆ　　　　 3　ｃ，ｇ

4　ｄ　　　　 5　ｂ，ｄ，ｆ　　 6　ａ，ｃ，ｅ，ｇ

問 3　 1秒間に ₅．０ g のガソリンを燃焼させることで 1秒間に外部へ ₆₉ kJ の仕事

をするエンジンがある。ガソリン 1．０ g が燃焼すると生じる熱量を ₄₆ kJ とす

ると，このエンジンの熱効率は 5 である。このとき仕事に変換されず

に外部に放出される熱を用いて，質量 1０００ g で温度 1０ ℃の水を温めた。この

放出される熱すべてが水の温度上昇に用いることができたとすると， 1秒間で

水の温度は 6 ℃上昇する。ただし，水の比熱を ₄．₂ J/（g・K）とする。

5 の解答群

1　０．1０　　 2　０．₂０　　 3　０．₃０　　 4　０．₃₅　　 5　０．₄０　　 6　０．₄₅

6 の解答群

1　 ₅　　 2　1₃　　 3　₂₆　　 4　₃₈　　 5　₄₂　　 6　₅₄
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

物　理

第2問　以下の問 1〜問 3について， 7 〜 12 に最も適するものを，

それぞれの解答群の中から 1 つずつ選べ。

問 1　図のように，質量mの一様な棒の一端を軽い糸を用いて鉛直な壁に結びつ

け，他端に水平右向きで大きさ Fの力を加えたところ，糸と壁のなす角が ₄₅°

となり，棒は水平から角度 iだけ傾いて静止した。このとき，糸の張力の大き

さは 7 ，taniは 8 となる。ただし，重力加速度の大きさを

gとする。

₄₅°

糸

棒壁

i

F

7 の解答群

1　mg 2　
4
2
mg 3　 2

2
mg

4　 2 mg　　 5　 22 mg　　 6　 24 mg

8 の解答群

1　 1
2

　　 2　 2
2

　　 3　 2 2
3

　　 4　 1 　　 5　 2 　　 6　 22
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 2　真空中の xy平面上の点 a（1．０ m， ０ m）に電気量が+1．０#1０-4 Cの点電荷

を，点 b（-1．０ m， ０ m）に+₂．０#1０-4 Cの点電荷を，点 c（ ０ m，₂．０ m）

に-₄．０#1０-4 Cの点電荷をそれぞれ固定した。原点における電場の強さは

9 #1０6 N/C で，原点の電位は 10 #1０5 Vである。ただし，

クーロンの法則の比例定数を ₉．０#1０9 N・m2/C2とし，無限遠点の電位を ０ V

とする。

9 の解答群

1　1．０　　 2　1．₃　　 3　1．7　　 4　₂．０　　 5　₂．₅　　 6　₃．０

10 の解答群

1　₂．０　　 2　₃．０　　 3　₄．０　　 4　₅．０　　 5　7．０　　 6　₉．０
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 3　断面積が ₄．₅#1０-3m2の滑らかに動く軽いピストンのついた容器に，単原

子分子理想気体を封入した。図のように，ピストンをばね定数 1．₅#1０3 N/m

の軽いばねで天井とつなぎ，大気中でばねと容器が鉛直となるように容器を水

平な台の上に置いた。容器内の気体の温度を ₃1０ K にしたところ，気体の体

積は ₆．₂#1０-3m3で，ばねの長さは自然長となってピストンは静止した。こ

の気体にゆっくりと熱を加えたところ，ピストンは ₆．０ cm移動して，静止した。

このときの容器内の気体の圧力は 11 #1０5 Pa，温度は 12 Kで

ある。ただし，大気圧を 1．０#1０5 Pa とし，容器と外部との間で熱の出入りは

ないものとする。

天井

ばね

容器

台

ピストン

11 の解答群

1　1．０　　 2　1．₂　　 3　1．₆　　 4　₂．０　　 5　₂．₄　　 6　₂．7

12 の解答群

1　₃₂０　　 2　₃₃０　　 3　₃7０　　 4　₃₉０　　 5　₄００　　 6　₄₂０
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

（下 書 き 用 紙）
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

化　学

第3問　次の問い（問 1〜問 6）の答えを解答欄に記入せよ。

問 1　ア〜ウの正誤の組み合わせとして最適なものを下の 1 〜 8のうちから 1 つ選

べ。 13

ア　窒素原子 N の最外壳には電子対が ₃ 組ある。

イ　アンモニア分子 NH3 には非共有電子対が 1 組ある。

ウ　アンモニウムイオン NH4+ は正四面体形である。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤

問 2　濃硫酸を水で薄めて ０．₅０ mol/L の希硫酸 ₂₅０ mL をつくるには，濃硫酸は

何 mL 必要か。次の 1 〜 8のうちから最も近いものを 1 つ選べ。ただし，濃硫

酸の質量パーセント濃度は ₉₈ ％，密度は 1．₈ g/cm3 とする。また，原子量は

H=1．０，O=1₆．０，S=₃₂．1 とする。 14 mL

1　1．０　　 2　₄．０　　 3　7．０　　 4　1０

5　1₃ 6　1₆ 7　1₉ 8　₂₂
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 3　容積可変の密閉容器に入った理想気体に対してさまざまな操作を行った。空

欄 ア 〜 ウ にあてはまるものの組み合わせとして最適なものを

下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。 15

・気体の温度を一定に保って体積を変化させたとき，横軸を気体の体積，縦軸

を気体の圧力としたグラフは ア となる。

・気体の体積を一定に保って温度を変化させたとき，横軸を気体の絶対温度，

縦軸を気体の圧力としたグラフは イ となる。

・気体の温度と体積をさまざまに変化させたとき， ウ の値は一定に保

たれる。

Ｄ
０

Ｃ
０

Ｂ
０

Ａ
０

ア イ ウ

1 Ｃ Ａ （気体の圧力）#（気体の体積）

2 Ｃ Ａ
（気体の絶対温度）

（気体の圧力）（気体の体積）#

3 Ｃ Ｂ （気体の圧力）#（気体の体積）

4 Ｃ Ｂ
（気体の絶対温度）

（気体の圧力）（気体の体積）#

5 Ｄ Ａ （気体の圧力）#（気体の体積）

6 Ｄ Ａ
（気体の絶対温度）

（気体の圧力）（気体の体積）#

7 Ｄ Ｂ （気体の圧力）#（気体の体積）

8 Ｄ Ｂ
（気体の絶対温度）

（気体の圧力）（気体の体積）#
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 4　空欄 ア 〜 ウ にあてはまるものの組み合わせとして最適なも

のを下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。ただし，KNO3とNa2SO4は水溶液中で

完全に電離しているものとする。 16

正電荷を帯びたコロイド粒子が水に分散した疎水コロイドの溶液がある。

・このコロイド溶液をセロハン膜の袋に入れて純水中につるしておくと，コロ

イド粒子は ア 。

・このコロイド溶液に直流電圧をかけると，コロイド粒子は イ 側に移

動する。

・このコロイド粒子を凝析させる場合，同じモル濃度のKNO3水溶液と

Na2SO4水溶液では ウ の方が凝析の効果が大きい。

ア イ ウ

1 袋の中に残る 陽極 KNO3水溶液

2 袋の中に残る 陽極 Na2SO4水溶液

3 袋の中に残る 陰極 KNO3水溶液

4 袋の中に残る 陰極 Na2SO4水溶液

5 袋の外に出ていく 陽極 KNO3水溶液

6 袋の外に出ていく 陽極 Na2SO4水溶液

7 袋の外に出ていく 陰極 KNO3水溶液

8 袋の外に出ていく 陰極 Na2SO4水溶液
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 5　硫化水素は ₂ 価の弱酸であり，水溶液中では次のように ₂ 段階に電離する。

H2S ⇄ H++HS-

HS- ⇄ H++S2-

1．０#1０-2 mol/L の硫化水素水溶液の pH はいくらか。次の 1 〜 8のうちから

最 も 近 い も の を 1 つ 選 べ。 た だ し， 1 段 階 目 の 電 離 の 電 離 定 数 を 

K1=₉．₅#1０-8 mol/L とし， ₂ 段階目の電離の電離定数は 1 段階目に比べて著

しく小さいため， ₂ 段階目の電離を無視できるものとする。また， 9 5. =₃．1，

log10₃．1=０．₄₉ とする。 17

1　₂．₅　　 2　₃．０　　 3　₃．₅　　 4　₄．０　　

5　₄．₅　　 6　₅．０　　 7　₅．₅　　 8　₆．０
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 6　次の反応に関する記述ア〜ウの正誤の組み合わせとして最適なものを下の 

1 〜 8のうちから 1 つ選べ。 18

₂Al+₂NaOH+₆H2O↗ ₂Na［Al（OH）4］+₃H2

ア　Al が酸化される。

イ　NaOH の Na が酸化される。

ウ　H2O の O が酸化される。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

化　学

第4問　次の問い（問 1〜問 6）の答えを解答欄に記入せよ。

問 1　エチレンC2H4のC H結合の結合エネルギー（結合エンタルピー）はいく

らか。次の 1 〜 8のうちから最も近いものを 1つ選べ。ただし，C C，O O，

O H，C Oの結合エネルギー（結合エンタルピー）をそれぞれ 7₂₃ kJ/mol，

₄₉₈ kJ/mol，₄₆₃ kJ/mol，₈０₄ kJ/mol とし，気体のエチレン 1 mol が完全燃焼

して気体の二酸化炭素と液体の水が生成するとき放出される熱量を 1₄11 kJ，

水 1 mol が蒸発するときに吸収する熱量を ₄₄ kJ とする。 19 kJ/mol

1　1₈₂　　 2　₂₈₂　　 3　₃₈₂　　 4　₄₈₂

5　₅₈₂　　 6　₆₈₂　　 7　7₈₂　　 8　₈₈₂

問 2　空欄 ア 〜 ウ にあてはまるものの組み合わせとして最適なも

のを下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。 20

分子式C3H8Oで表される化合物には ア の構造異性体があり，この

うち イ に分類されるものが 1つある。また，分子式C4H10Oで表され

る化合物には 7つの構造異性体があり，このうち ウ に分類されるもの

が ₄つある。

ア イ ウ

1 ₃ つ アルコール アルコール

2 ₃ つ アルコール エーテル

3 ₃ つ エーテル アルコール

4 ₃ つ エーテル エーテル

5 ₄ つ アルコール アルコール

6 ₄ つ アルコール エーテル

7 ₄ つ エーテル アルコール

8 ₄ つ エーテル エーテル
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 3　炭素，水素，酸素からなる化合物 1₈．０ mg を完全燃焼させたところ，二酸化

炭素 ₅₅．０ mg と水 ₉．０ mg が生じた。この化合物の組成式として最適なものを

次の 1 〜 8のうちから 1 つ選べ。ただし，原子量は H=1．０，C=1₂．０，O=1₆．０ 

とする。 21

1　C4H8O 2　C5H4O 3　C6H8O3　　 4　C7H8O

5　C8H4O3　　 6　C9H8O4　　 7　C10H8O　　 8　C11H14O3

問 4　下線部ア〜ウの正誤の組み合わせとして最適なものを下の 1 〜 8のうちから 

1 つ選べ。 22

・メタノールは
ア

水と任意の割合で混じり合う。

・エタノールに濃硫酸を加えて 1₆０ ～ 17０ ℃に加熱すると，分子内での脱水反

応が起こり，
イ

エタンを生じる。

・1︲プロパノールに単体のナトリウムを加えると，
ウ

酸素が発生する。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤
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（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 5　ア〜エのうち，カルボキシ基を有するものはどれか。最適な組み合わせを下

の 1 〜 8のうちから 1 つ選べ。 23

ア　サリチル酸

イ　安息香酸

ウ　アセチルサリチル酸

エ　ベンゼンスルホン酸

1　アとイ 2　アとウ 3　イとエ 4　ウとエ

5　アとイとウ　　6　アとイとエ　　7　イとウとエ　　8　ア〜エのすべて

問 6　空欄 ア 〜 ウ にあてはまるものの組み合わせとして最適なも

のを下の 1 〜 8のうちから 1 つ選べ。 24

アミロースを酵素で分解すると ア を経て イ が得られる。

ア の水溶液と イ の水溶液はどちらも還元性を ウ 。

ア イ ウ

1 スクロース グルコース 示す

2 スクロース グルコース 示さない

3 スクロース フルクトース 示す

4 スクロース フルクトース 示さない

5 マルトース グルコース 示す

6 マルトース グルコース 示さない

7 マルトース フルクトース 示す

8 マルトース フルクトース 示さない
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18
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

物　理

第5問　次の文章を読み，以下の問い（問 1 〜問 8）について 25 〜

32 に最も適するものを，それぞれの解答群の中から 1つずつ選べ。ただし，

重力加速度の大きさを gとし，空気抵抗は無視できるものとする。

O

P水平面

A小球 1

B

R

₆０°

図 1

図 1のように，半径 Rで厚さが無視できる円筒の中心軸が紙面に対して垂直と

なるように円筒を水平面に固定した。次に，円筒の一部を切り出して曲面APBと

した。ここで，曲面上の一端A点は曲面の最高点で，その水平面からの高さは，

円筒の中心軸上のO点の高さと等しい。曲面上の他端B点は，O点を通る鉛直線

とO点と B点を結ぶ直線とのなす角度が ₆０°となる点である。またO点の真下の

曲面上の点を P点とする。ただし，曲面APBは滑らかで，A，P，B点の各点は

同一紙面上にあるものとする。

質量mの小球 1をA点から静かに放したところ，小球 1は曲面を滑りおりて，

P点を通過してB点から飛び出した。
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19
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 1　P 点での小球 1 の速さは 25 である。

25 の解答群

1　 gR
2

2 　　 2　 gR  3　 gR
2

3

4　 gR2  5　 gR
2

5 　　 6　 gR3

問 2　P 点で小球 1 が曲面から受ける垂直抗力の大きさは 26 である。

26 の解答群

1　 mg
2

　　 2　mg　　 3　 mg
2

3 　　 4　₂mg　　 5　 mg
2

5 　　 6　₃mg

問 3　B 点を飛び出した瞬間に，小球 1 がもつ速度の鉛直成分の大きさは 27

である。

27 の解答群

1　 gR
2

2 　　 2　 gR2  3　 gR
2

3 　　

4　 gR3  5　 gR
2

5 　　 6　 gR5

B 点を飛び出した小球 1 は放物運動をした。

問 4　小球 1 が放物運動の最高点に達したとき，小球 1 が B 点から運動した水平

距離は 28 である。

28 の解答群

1　 R3 　　 2　 R
2
3 　　 3　 R

3
3

4　 R
3
4

　　 5　 R
3
5

　　 6　 R
3
6
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20
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 5　放物運動の最高点に達した小球 1の水平面からの高さは 29 である。

29 の解答群

1　 R
4
1 　　 2　 R

8
3 　　 3　 R

2
1 　　 4　 R

8
5 　　 5　 R

4
3 　　 6　 R

8
7

問 6　放物運動の最高点に達した小球 1は，その後，水平面に衝突した。衝突した

瞬間に，小球 1がもつ速度の鉛直成分の大きさは 30 である。

30 の解答群

1　 gR
2

2 　　 2　 gR
2

5 　　 3　 gR
2

7

4　 gR
3

2 　　 5　 gR
3

5 　　 6　 gR
3

7

O

P水平面

A

B

小球 ₂

₆０°
小球 1

R

図 ₂

次に，図 ₂のように，P点に質量Mの小球 ₂を置いて，再び質量mの小球 1を

A点から静かに放した。小球 1が曲面を滑りおりて P点で静止している小球 ₂と

正面衝突したところ，小球 ₂ははね返った小球 1と再び衝突することなくB点か

ら飛び出した。ただし，小球 1と小球 ₂の間のはねかえり係数（反発係数）を eと

する。
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21
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 7　衝突直後の小球 ₂ の速さは 31 である。

31 の解答群

1　
M m
m e

gR
1
+
-^ h

 2　
M m

e
gR

M 1
+
-^ h

 3　
M m
m e

gR
1 2

+
+^ h

4　
M m
M e

gR
1 2

+
+^ h

　　 5　
M m
m e

gR
1

2
+
+^ h

　　 6　
M m
M e

gR
1

2
+
+^ h

問 8　小球 ₂ が B 点から飛び出すためには，小球 ₂ の質量Mと小球 1 の質量mの

比 k=
m
M がある値よりも小さい必要がある。kの最大値は 32 である。

32 の解答群

1　 e2 1 1+ -^ h 　　 2　 e2 1 1- +^ h  3　 e13 +^ h

4　 e13 -^ h 5　 e15 2+ -^ h 　　 6　 e5 1 2- +^ h
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22
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

化　学

第6問　次の問い（問 1〜問 8）の答えを解答欄に記入せよ。

問 1　空欄 ア ， イ にあてはまるものの組み合わせとして最適なも

のを下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。ただし，気体は理想気体とし，気体同士

は反応しないものとする。また，気体定数は R=₈．₃1#1０3 Pa・L/（K・mol），ア

ボガドロ定数はNA=₆．０₂#1０23/mol とし，原子量はN=1₄．０，O=1₆．０ とする。

33

０ ℃，1．０1₃#1０5 Pa で ₅．₆ L の窒素N2と ０℃，1．０1₃#1０5 Pa で 11．₂ L の酸

素O2を混合した。この混合気体の質量は ア g であり，混合気体に含

まれる分子の数は イ 個である。

ア イ

1 ₂₃ ₄．₅#1０23

2 ₂₃ ₉．０#1０23

3 ₄₃ ₄．₅#1０23

4 ₄₃ ₉．０#1０23

5 ₆₃ ₄．₅#1０23

6 ₆₃ ₉．０#1０23

7 ₈₃ ₄．₅#1０23

8 ₈₃ ₉．０#1０23
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23
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 2　次のａ〜ｄの大小関係を正しく表したものを下の 1 〜 8のうちから 1 つ選べ。

ただし，融点は 1．０1₃#1０5 Pa のもとでの値とする。 34

ａ　水の融点

ｂ　メタンの融点

ｃ　アルミニウムの融点

ｄ　二酸化ケイ素の融点

1　ａ1ｂ1ｃ1ｄ　　 2　ａ1ｄ1ｂ1ｃ　　 3　ｂ1ｃ1ｄ1ａ

4　ｂ1ａ1ｃ1ｄ　　 5　ｃ1ｄ1ａ1ｂ　　 6　ｃ1ｂ1ｄ1ａ

7　ｄ1ａ1ｂ1ｃ　　 8　ｄ1ｃ1ａ1ｂ

問 3　気体 A と気体 B が A ⇄ ₂B の平衡状態にある。次のア〜エのうち，平衡を

右向きに移動させる操作はどれか。最適な組み合わせを下の 1 〜 8のうちから 

1 つ選べ。ただし，A ⇄ ₂B の正反応は吸熱反応であるとする。 35

ア　圧力を一定に保ったまま，温度を上げる。

イ　体積と温度を一定に保ったまま，気体 B を加える。

ウ　温度を一定に保ったまま，圧力を下げる。

エ　体積と温度を一定に保ったまま，触媒を加える。

1　アとイ　　 2　アとウ　　 3　アとエ　　　　 4　イとウ

5　イとエ　　 6　ウとエ　　 7　アとイとウ　　 8　イとウとエ
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24
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 4　次のａ〜ｄの電池の起電力の大小関係を正しく表したものを下の 1 〜 8のう

ちから 1つ選べ。ただし，電池の起電力は正極と負極のイオン化傾向の差が大

きいほど大きいものとする。 36

ａ　（-）Zn｜ ZnSO4 aq ｜ CuSO4 aq ｜ Cu（+）

ｂ　（-）Zn｜ ZnSO4 aq ｜ AgNO3 aq ｜ Ag（+）

ｃ　（-）Zn｜ ZnSO4 aq ｜ Pb（NO3）2 aq ｜ Pb（+）

ｄ　（-）Zn｜ ZnSO4 aq ｜ NiSO4 aq ｜ Ni（+）

1　ａ1ｂ1ｃ1ｄ　　 2　ａ1ｄ1ｂ1ｃ　　 3　ｂ1ｃ1ｄ1ａ

4　ｂ1ａ1ｃ1ｄ　　 5　ｃ1ｄ1ａ1ｂ　　 6　ｃ1ｂ1ｄ1ａ

7　ｄ1ａ1ｂ1ｃ　　 8　ｄ1ｃ1ａ1ｂ

問 5　ア〜エのうち，単体が常温・常圧で無色の気体である元素はどれか。最適な

組み合わせを下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。 37

ア　H

イ　Ne

ウ　P

エ　Cl

1　アとイ　　 2　アとウ　　 3　アとエ　　　　 4　イとウ

5　イとエ　　 6　ウとエ　　 7　アとイとウ　　 8　イとウとエ
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25
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 6　下線部ア〜ウの正誤の組み合わせとして最適なものを下の 1 〜 8のうちから 

1 つ選べ。 38

・地壳中のケイ素の多くは
ア

単体として存在する。

・ケイ素の単体は
イ

ダイヤモンドと同じ結晶構造をとる。

・ケイ素の単体は
ウ

半導体の性質を示す。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤
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26
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 7　ア〜ウの正誤の組み合わせとして最適なものを下の 1 〜 8のうちから 1つ選

べ。 39

ア　カルシウムの単体は常温の水と反応する。

イ　水酸化カルシウムの水溶液は中性である。

ウ　炭酸水素カルシウムの水溶液を加熱すると白濁する。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤
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27
（理建情・中 ０ 7 ０ 1 Ｓ）

問 8　Pb2+イオンを含む水溶液に関する記述ア〜ウの正誤の組み合わせとして最

適なものを下の 1 〜 8のうちから 1つ選べ。 40

ア　塩化物イオンCl-を加えると沈殿が生じる。

イ　硫酸イオン SO42-を加えると沈殿が生じる。

ウ　クロム酸イオンCrO42-を加えると沈殿が生じる。

ア イ ウ

1 正 正 正

2 正 正 誤

3 正 誤 正

4 正 誤 誤

5 誤 正 正

6 誤 正 誤

7 誤 誤 正

8 誤 誤 誤
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